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〃
といえば また カ ンの名が浮かぶ。

たり 同ゞじ要、彼ね蜃 わるほどの天才発明家力れ たヽ。

交流夕術の完成で″ なⅣ・テスラがわ 男だ

ただその天才ズクは、余クに常軌を逸していたが,

し
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|    
エジソンの宿敵、テスラ

ノーベル物理学賞の受賞辞退というと、

世の人はよっぱどのひねくれ者として非難

・ を浴びせることだろう。ところ力ヽ 912年 に

ダ

|  
そんなことをやってのけた痛快な人物がい

た。この人物はまた数多くの貴重な特許を

し T訴」[l｀
そ鍼鵬を計するこ

電気工学の歴史において、彼は エ`クセ

ントリックな天才
″
とか
｀
忘れさられた天

才
″
などと呼ばれている。学界というもの

を無視し、学術雑誌には一切、論文を書か

なかったのである。

ら独立、二相式交流発電機や誘導電動機な

ど、今日の電力事業の基盤となるほとんど

の装置をひとりで発明した。

1943年に電気の世紀の父テスラがこの世

を去ったとき、FBIは彼の論文や研究ノ
ートな剣又し封印した。それはテスラが晩

年に
｀
殺人光線
″
を研究しているという暉が

流れていたからであろう。

この殺人光線というのはじつは、誘導放

射による光増幅、つまリレーザーである。

テスラがこのレーザーを実際に作製あるい

は設計したかどうかは不明だが、量子エレ

クトロニクスが進展するよりずっと前に、

レーザーのアイデアを提出し研究していた

ことは確かである。

テスラがこれほどの巨人的天才であるに

もかかわらず、われわれのほとんどが彼の

名前を知らない (ただし生国のユーゴスラ

ビアでは国民的英雄である)。 何故こんな

おかしなことになったのだろうか。テスラ

と同時代の超有名人トーマス・エジソン

(1847～ 1931)や G。 マ/L/コ ーニ(1874～

1937)と のちがいから、それを明らかにして

いくことにしよう。

1880年代から90年代にかけて、賞冒逸電

戦争という激しい技術的争いがあった。18

81年のある日の夕方、テスラはゲーテの『フ

アウスト』を読んでいた。「一日が終り太陽

は今この地から退き/新 しい土地で新し
い生命を呼び起こそうと先を急いでいる。

/おお われに翼あれば 大地を離れ/太
陽を追ってどこまでも 力の限り飛び続け
たきものを!」 このとき、二相交流による回転

磁界としlう独得のアイデアを思いついた。

しかしテスラの入社したエジソン社は、

テスラの主張する交流方式を頑固に拒否し

た。エジソンは直流システムにかなりの資

本を投下していたため、
°
それがむだになる

のを恐れたのである。

1888年ウェスティングハウス社は独立し

たテ・スラから二相交流発電機の特許を買い

勢
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とはいえ彼の名は、決して忘れることの

ないよう、電磁気学における磁束密度の単
J   

位、テスラとして1956年 より保存されてい

る。これは電磁力や電磁誘導と関係の深い、

極めて重要な量なのである。

ニコラ・テスラは1856年 にユーゴスラビ

アのクロアチア、スミリヤンに生まれた。

岩波ほか権威のある事典力ヽ この生年を誤

って記している。27歳のとき有名なエジソ

ン研究所に入った力ヽ やがて意見の衝突か

テスラ(左ページ写真 )の実験を核融合に応用するゴルカ。
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取った。頭金100ドル、1馬力当たり1ドル

という高額である。これに対しエジソンは

あらゆる妨害工作を企ん規

たとえば電気椅子死刑に交流を使用する

ように裏工作し、そうして、交流は殺人的

で危険だから法規制するようにと宣伝した。

また新聞記者を招いて、イヌやネコを交流

電気で殺すという残酷ショーを演出するよ

うな手段まで講じたのである。

蓄音機や自熱灯を発明し、エジソン効果

(熱電子放出)を発見したあの伝説的な魂

は消え、彼の目的は直流システムによる電

気事業の排他的独占に変わっている。

しかし1896年、テスラの開発した発電機

がナイアガラで運転を始め、交流システム

が人類の動力としての電気を伝送し分配す

ることになつた。テスラこそ今日の交流シ

ステムの産みの親である。

20世紀に入った最初の年、テスラは金融

資本家で鉄道王の J・ POモルガンから15万

ドルの財政援助を得ることに成功した。イ

タリアのマルコーニがイギリス海軍とロイ

ド海上保険の援助で大西洋横断無線通信を

試みているので、それに対抗しようという

名日である。

マルコーニは1909年 に無線電信の開発で

ノーベル賞を受賞しており、工学者として

知られているが、そオ■は―一面に過ぎない。エ

ジソン以上の実業家 0政治家であった。マ

ルコーニ社は競争会社を特許訴訟攻撃で破

産させるという極めて排他的な悪どい政策

をとり、アメリカの船舶海洋通信を独占す

るに至っている。

ここでエジソンやマルコーニと、テスラ

とのちがいはあまりにも明らかである。テ

スラがノーベル賞を拒否したのも、自分が

エジソンやマルコーニと同類と見なされる

ことを嫌ったからだといわれている。しか

しテスラはただ純粋な工学者、あるいは理

想家肌というだけではすまされない。

ブルックリンから100km東 方、ロングアイ

ランドの理想地ウォーデンクリフ。モルガ

ンから資金を得たテスラは、この地に大が

かりな実験施設を建造した。それは無線通

信をするというにはあまりにも大規模なも

のであった。高さ57mのがつちりした木製

のやぐら、その真 ドには広さ3.7m2、 深さ37

mの縦坑。大西洋横断の無線通信競争など

テスラの眼中にはまったくなかつた。

その 3年後、テスラの本当の研究目的を

知ったモルガンは激怒し、資金援助を打ち

切つた。実験は中断され、ここにテスラの

雄大な構想の基盤は消え失せたのだつた。

1  
雪力を電滋で送る

  |
テスラの大計画、それはウォーデンクリ

フに｀美観工業都市
″
を建設することであ

つた。そのため著名な建築家スタンフォー

ド。ホワイトほか多数のスタッフを集めて

いた。そしてこの都市は電力無線イ云送、つ

まり世界中に
｀
無線で
″エネルギーを供給

する基地となるのである。

すでに1890年代にテスラは
｀
電気ェネル

ギー伝達装置 と題する特許をいくつか申

請している。そして1899年 にロッキー山脈

ふもとコロラドスプリングスに、10~万 ドル

を投じて実験送電所を建設した。

それは地上24mのやく゛らの上に長さ36.5

mの金属マストをつなぎ、その頭上に90cm

の銅球をとりつけたものである。そして有

名なテスラ変圧器を使い、3。 3キ ロヘルツ、

1000万ボルトの高周波を発生させ、頂_Lの

銅球から長さ41mの電気火花を飛ばすこと

に成功した。これほど大きな電光は、テス

ラ以外、今日まで誰も発生させることがで

きていない。

さて電力を無線で送るというと、その意

外さに驚 く人と、現在アメリカで検討中の

字宙発電所を連想する人がいるだろう。ア

メリカの計画は太陽熱発電の人工衛星から

電力をマイクロ波に変換して地上に送りこ

むというものだ。周i皮数は大気による減衰

の少ないとされる2.45ギガヘルツ。しかし

テスラの考えた電力無線伝送はこれとは全

く異なるのである。

テスラの中請した特許を少しだけのぞい

てみることにしよう。送電器のしくみはじ

つに単純で、誘導コイルと交流発電機 とア

ンテナとアースからなるだけである。発電

機が発振器を兼ねていることに注目したい。

巨大な誘導コイルの第1コ イルは発電機

につながり、第2コ イルの一端は大地に、

他端は空中へとのびている。そしてその先

は巨大な静電容量球あるいはループ・アン

テナに接続している。テスラはこの先端部

を気球で空の高い所までつり上げることも

ニコラ・テスラ

1856年、ユーゴスラヒアに生まれる。

はじめ物理学と数学を志した力ヽ 後に電気に転向。

1884年渡米、エジソンの下を経て、自らの研究所設立。

交流モーター、テスラ・コイル、高周波発電機など、

多数の発明を残しながら、1943年不j墨の晩年を開じる。

考えていた。交流発電機で高周i皮高電圧を

発生、これを誘導コイルの 2次コイルから

超高電圧としてとり出す。そしてアースと

アンテナで大気中に静電的振動を発生させ

ようというのである。

これに対して受ける方の受電器も、アン

テナとアースとコイルからなる。実験では

40km離れた電球を点灯するところまで成功

している。テスラがウォーデンクリフに建

設した実験施設は、これをさらに効率よく

そして世界のすみずみにまで送電する実験

のためのものだつたのである。

いま振 り返ってみると、同調回路が発明

されたのは1898年 (00ロ ッジ)であるが、

それより以前にすでにテスラは同調回路を

発明していたことになる。いや、それだけ

ではない。さらに4分の 3世紀後に実用化

されたオメガ航法についても、テスラは先

駆者であったといえよう。

オメガ航法とは電波を受信して自分のい

る位置を知るシステムで、最終 (オ メガ)の

電波標識システムとして知られている。10

～14キ ロヘルツの電波を利用し、たつた 8

局の同期した送信所だけで全世界をおおつ

てしまう。 しかも受信装置の値段は安い。
事実、テスラは

｀
世界システム

″
という

世界的な情報ネットワークを考えていた。

し



(送電局 ) (受電局 )

これによって船舶が自分の位置を知ること

もできれば、世界中にニュースを送ること

もできる。さらに無人機械装置テレオート

マトンを飛ばすなど色々なことを考えてい

た。が、やはり重要なものは、瞬時にして

エネルギーを送りこむことのできる電力無

線伝送であることはいうまでもない。

1  
期 を酬 に

"る   |
アンテナとアースを使い、全世界に減衰

なく大量の電力を無線で供給するという、

ニコラ・テスラの奇抜な大計画は、はたし

て可能なのだろうか。もちろん現在の電気

工学の常識ではそんなことは無理である。

し力うしそれがほんとうに可育ヒかどうかを

これからじつくり確かめていくためには、

テスラの考え方の基本をしつかりと把握し

ておかなければならない。つまり、地球物

理的な視点から電気工学を考えていかなけ

れlまならないのである。われわれの発想の

根本的な転換が要求されよう。

現在の電気工学は、地球物理的な環境か

らの影響をできるだけ排除した世界のなか

に組み立てられている。これは現代科学一

δθ 口 町 n」 |

般に共通していえることだが、環境は攪乱

的な要素でしかないものとして捨象されて

しまっているのである。しかし環境と切り

離さない電気工学、環境からの影響を参与

させた技術があってもよいはずである。地

球電気:工rンとでもいおうか、テスラ自身は

それを
｀
テレジオダイナミクス

″
と名づけ

ている。

少年のころ、テスラは小さな雪玉がなだ

れのように斜面をころがつていくのを見て

自然界の驚異を目に焼きつけた。雪玉はど

んどん大きくなり、ついには家ほどの塊に

なつたのである。なんと大きなエネルギー

が隠されていることだろう! やがて技術
者になったテスラは、カミナリの現象に強

くひかれた。

雷の電気はどうして出来るのか。雷のも

とである地球の電気的環境をなんとかして

技術化できないか。テスラは目を開いて考

え、実験し、また考えた。ここでわれわれ

もテスラにならい、空中電気についてひと

つ考えてみることにしよう。

天気の日に野外の電位を測定すると、高

さlmにつき100～ 150ボルトの電位差があ

ることがわかる。大地は負に充電され、上

空は正になつているのである。100mだ と1

万ボルトにもなるが、空気が絶縁体である

ため放電の心配はない。

この空中電場は高いほど弱くなり、50km

ほど_上がるとほとんどなくなる。大地から

そこまでの全電位差は約40万ボルトにもな

る。つまり十分に導電性のよい大地と、十

分に導電性のよい L空層とからなる空気コ

ンデンサーのようになっているのである。

しかし空気がいくら絶縁体だといっても

大気から地面に向かって少しは放電されて

いる。しかし電位差はなくならず、ほぼ一

定に保たれているのである。放電の分を充

電してやるなにか電池みたいなものがなく

てはならない。

それが雷と雷雨なのである。雷は放電の

ようにみえるが、そうではなくて充電現象

なのだ。それは大地の電気を吸いあげて、

空中電場の安定をはかるのである。

さてこの大地とL空導電層の間は導波管、

つまリー種の電波共振器とみることができ

る。ちょうど共鳴箱と同じように、全地球

の大地とL空層の間を電気的に振動させて
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定常IFセ を
イノ(り だすこと力'できるのである。

191)()lil二「増 ノくする人類のエネルギー問題」

という工 ノヽセ イて
゛
、テスラはその定常il芝を

′
′〔「矛11二 illた と述べている。

こッ⊃定常ilれ )|「Jilセ数はどれくげ,いのもの

で'ああう力̀そ れ|よ ::|‐算で
｀
見 1`1をつけるこ

とがで
｀
きる 1支 1こが地球の円1嗣 と同じ基本

IF:||:セ がkLそ ν)2つ〉υ)1、 13分υ)l…・ク)lflilJ司 |1芝て
゛

ある 11132 flilニ ドイツυ)1・り |!ザF石 「ヽO00シュ

ーマンlIIFllil霊 kを はっきりとつきとめた。

ELFL卜Fばれている超低1嗣波tt磁波で
｀

7。 卜。11。 1.2().3… …て
゛
あり、シューマン共

Цl)と 口Lゴオlて に`る. こオlらの川i皮数カサ出昧

のりけi:す る1周波数なのである。またこれら

の電1支 |まちL常 i皮て
゛
あるため、距高性の 2来に

ヒたがって減衰することもなく、拡大メI渤〔

してエネルギーカ'強 よ
っていくのである。

そヒてテスラの驚かされてヒようところ、

それは地球そのもの名 :比 ::|・ |:II路のなかに組[

み込み、ずこIL:器の11大なメlξ振|::W各 とヒてヒ

よったことぜあるこ11「がおこるとシューマ

ンリIJI)が

`こ

ノ
|:す ることはよく矢‖らオlて いる。

テスラの送tE器 |よ、いわ|ゴ′超ノjヽ型の11Tをノlヽ

|11ヒ に

'上

十た白lJ I二 、Jりみに抽可1:し な力ゞらナ麟

を共物:さ せていく装置のようなものである。

1     
現代に生きるテスラ

     |
テスラが1井lヂ Lヒ た見勇樹向爆計英のlEttt il´ |を

の11人な遺メIは、 かなリノlヽ帰計英にゆがんだ

形で |よあるが、発展しつつあるようだ。米

海111の 多山L質の船来り,:|lηでは、熱核戦争

にそなえて、E L Fl静の10ヘルツのit波を

採 |llヒ ている。

これはELFが f云送ヒやすいばかりでな
く、 1午通のlE波が力||力うない|IJ中 にも|・透 す

ることから、1勇〔j・力iiヽ%と のリト常時j重イ̀
:

に使|llヒ ようというものだ。ウィスコンシ

ン州には4()()(hFもの 11地の地 ドにアンテナ

をり1:り 、30メ ガワットの大出力で送イ;:す る

::|ッ
11で、1976年の試験では北水洋の海面ド

1()()mの 1晰れ替で
｀
受イ::に成功したらしい。この

とき渡り′〔しの飛4i糸糊各力す杵しく変わったこ

と力ゞ‖t ilい オlて いる。

^方、ソ連は111か らテスラを比較的「脅iく

:11珀晰ヒており、気象コントロールを試みて

いるらヒい。自然の定常波のパターンに 11

1歩 ヒてジェット隻むず1にキ:夕響を与̂え、異常気

象をひきおこすというものである。

また民||‖では、アメリカのもと
′
i=宙飛行

lrL・ ゴードン 0クーノヾ―力ゞカリフォルニ

アて
゛
チーノ、を組み、 ll:確に波長を合わせた

テスラ変サ|:器で
｀
、地球のit場から直接にエ

ネルギーをユ|く り出す「:hJlを進めている。

マサチューセッツの物理
オ
|キ若ロバート0

ゴルカは、核融合のためのテスラ::恒rilに没

JJlし ている。テスラのノブ式により,E続火ルlに

を(1:り 出せば、核活虫合のプラズマ|オlじ込め

は I:!・ fiヒ になるという。

けれどもテスラυ);量ノIをメ〔に受け継〈に゙

は、まず1崎イこかげ,交 |〈こ、さげ)に lE力無線伝送

へとつき進んできたその精神を,及みとるこ

とが先であろう。それは中央発電所で集中

ヒてlE力 をノli産 しそこから配分していくと

いう集1任的システヱ、からの解放である。

それが入交Fiの解放、精ネ申的自由にもつな

がるとテスラは石宙
`:し
ていたのである。地

球の振重力から共振によつて人類のひとりひ

とりが自分でノ`li命 ノJを振り起こすことのぞ

きるよいモデルともなる米来のTE力糸比 人

類のチこ展を支えるべく技術の種をまく。そ

れ力寸支徘i者の1歴史白(J使命であることを、テス

ラは実際にi'1じてみせたので
｀
ある。∞

ｌ
ｌ

ｉ
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Ｅ

Ｅ
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